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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　箔転写装置であって、
　塗布部（１０１）を通ってガイドされる被印刷物（２１）の少なくとも一部に接着剤を
塗布するための塗布部（１０１）を備え、
　転写層と支持箔とが転写箔（２）を形成し、支持箔から転写層を少なくとも部分的に被
印刷物（２１）に転写するための転写ギャップ（３）を備えた、塗布部（１０１）の下流
側に配置された転写部（１）を備え、
　転写ギャップ（３）は、転写胴（５）と圧胴（４）とによって形成され、
　転写箔（２）は、少なくとも部分的に転写胴（５）の周りにガイドされ、転写胴（５）
は、溝（２０）を備えているものにおいて、
　転写胴（５）における転写箔裏面の付着力を少なくとも低減する被覆体（２０６）が、
溝（２０）の位置する部分（１１３，１１４，２０５）に設けられており、
　被覆体（２０６）の転写胴（５）の外周沿いの長さは、塗布部（１０１）または転写部
（１）において被覆される被印刷物（２１）の部分（１０８）と接触しない、溝（２０）
の縁（１１３，１１４）の部分域（２０７）に実質的に制限されていることを特徴とする
、箔転写装置。
【請求項２】
　溝（２０）の少なくとも１つの縁（１１３，１１４）および／または溝（２０）を転写
胴の軸線に対して軸方向にカバーするための溝カバー（２００）の表面（２０５）に設け
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られた被覆体（２０６）が、概ね転写箔（２）の幅にわたって設けられている、請求項１
記載の箔転写装置。
【請求項３】
　ストリップ（２０６）の構成をした前記被覆体が、縁（１１３，１１４）および／また
は溝カバー（２００）に設けられている、請求項２記載の箔転写装置。
【請求項４】
　ストリップ（２０６）は、クレープ紙もしくは非粘着紙であるか、または、シリコーン
もしくはＰＴＦＥから成る表面を有している、請求項３記載の箔転写装置。
【請求項５】
　転写胴（５）は、ブランケット（２０１）もしくはゴムブランケットとして構成された
外張りを備えており、被覆体（２０６）は、溝縁（１１３，１１４）の前記部分域（２０
７）で、ブランケット（２０１）もしくはゴムブランケットの表面に取り付けられる、請
求項１から４のいずれか１項記載の箔転写装置。
【請求項６】
　ストリップ（２０６）は、接着ストリップとして形成されている、請求項３記載の箔転
写装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、箔転写装置であって、塗布部を通ってガイドされる被印刷物の少なくとも一
部に接着剤を塗布するための塗布部を備え、転写層と支持箔とが転写箔を形成し、支持箔
から転写層を少なくとも部分的に被印刷物に転写するための転写ギャップを備えた、塗布
部の下流側に配置された転写部を備え、転写ギャップは、転写胴と圧胴とによって形成さ
れ、転写箔は、少なくとも部分的に転写胴の周りにガイドされ、転写胴は、溝を備えてい
るものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　このような箔転写装置は、たとえば艶出し効果を得るために、印刷製品の高品質化処理
において使用される。この機械は、ホットスタンピング（熱間箔押し）機械とコールドス
タンピング（冷間箔押し）機械とに分類することができる。コールドスタンピング機械で
は、転写層が、面状の材料、つまりシート（枚葉紙）等の被印刷物に、専ら圧力を加える
だけで、付加的に熱を作用させることなく転写される。一般的に、冷間箔転写装置、つま
りコールドスタンピング装置では、印刷部（転写装置の手前に配置されている）によって
接着剤が塗布され、シートに、接着剤から成る印刷像が残存し、この接着剤から成る印刷
像が、箔転写部内で使用される転写箔から適切に転写層を受け取るので、転写層は、部分
的にシートに付着することになる。その際、転写層は、転写ギャプ内で、圧力をかけなが
ら、大体において接着剤が塗布された部分で部分的に転写される。
【０００３】
　このような箔転写技術では、転写箔を転写時に被印刷物と同じ速度で移動させる必要が
あり、一般的に、被印刷物の小さな部分だけを転写層で被覆しなければならないという問
題がある。特に転写ギャップに関係する転写胴は、多くの場合いわゆる溝を備えており、
この溝内にブランケットを取り付けることができる。溝の付近では、圧力による転写層の
転写を行うことができない。したがって、常に、溝が被印刷物の付近に位置しない時に、
被印刷物が転写胴と圧胴との間の転写ギャップに進入するように、制御しなければならな
い。転写箔が使用されずに転写ギャップを通って搬送される別の箇所は、転写層が被印刷
物に転写しないように所望される区域である。
【０００４】
　転写箔を良好に利用し、かつ材料消費を少なくするために、たとえば欧州特許第９３２
５０１号明細書において、転写箔を１対のダンサローラを介して運動させることが提案さ
れており、この１対のダンサローラは、転写胴の溝と周期的に同じタイミングで運動する
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ので、転写箔は、溝の付近でたとえばゼロの速度に制動される。このために２つのダンサ
ローラは互いに連動され、転写箔ウェブは、引き続き運動される貯蔵ロールから、前方の
第１のダンサローラによって貯えられ、それと同時に後方の第２のダンサローラによって
収集ロールに引き渡される。このようにして、貯蔵ロールおよび収集ロールが占める箇所
である程度一定のウェブ張力が保証される。転写箔を節約するために、２つのダンサロー
ラは、連動して、１つの減速方向に運動させられる。その際、箔は、特に転写ギャップか
ら引き戻されることもある。
【０００５】
　同期運動するダンサローラを備えたこのような装置の問題点によれば、転写胴が、転写
箔によって包囲され、転写箔が転写ギャップの手前で既に溝内に進入し得るまで回転し、
これに対して転写箔は転写ギャップの後方で依然として完全に転写胴に当て付けられ、転
写胴に巻き掛けられる。転写ギャップの後方に配置されたダンサローラは、圧胴に対して
転写胴を調節することによって、既に箔に作用している溝から全くみられない。転写ギャ
ップの手前に設けられたダンサローラは、もちろん既に存在する溝に「気づいて」いる。
手前および後方のダンサローラは、転写ギャップによって実質的に互いに分離されている
。後方のダンサローラの付近のウェブ張力が一定に保たれているのに対して、手前のダン
サローラ側では、ウェブ張力は既に低下している。
【０００６】
　同様の作用は、溝の後縁が既に圧胴に当接している場合にも生じる。
【０００７】
　前方および後方のダンサローラが常に互いに分離されている場合、両側で異なるウェブ
張力が生じる。しかも溝が転写ギャップの付近にあれば、両側でウェブ張力は、一般的に
低下する。
【０００８】
　変化するウェブ張力の問題を解消するために、ドイツ連邦共和国特許出願公開第１０２
００９０２０１０６号明細書において、溝の前後で異なるウェブ張力変化を補整するため
に、ダンサローラを相互に分離して、相互に非同期的に運動させることが提案されている
。
【０００９】
　しかし依然として通路内で箔の位置および張力の少なくとも短時間的な変化が生じると
いう問題が存在する。これによって特に箔は、タイミング制御の間、シートの前進方向と
は逆向きに引き戻そうとする場合に、箔をシートに転写することができる速度が大幅に制
限されている。その結果として、とりわけ箔を引き戻す際に、箔が少なくとも短時間的に
溝の縁部分に当接して、溝によって引き裂かれることにもなる。このことは、箔の運動方
向に応じて、胴溝の全ての縁部分だけでなく胴溝カバーの表面にも生じる。溝の縁部分に
より転写箔が引き裂かれることによって、ウェブ張力が大幅に損なわれることになる。箔
転写の正常な機能を保証するために、溝の速度、つまり圧胴およびゴム胴の回転速度は、
箔の破損を回避するために、低下させる必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】ヨーロッパ特許第９３２５０１号明細書
【特許文献２】ドイツ連邦共和国特許出願公開第１０２００９０２０１０６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　そこで本発明の課題は、割合高いタイミング制御の速度を達成することができる箔転写
装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
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　この課題を解決するために本発明の構成では、箔転写装置であって、塗布部を通ってガ
イドされる被印刷物の少なくとも一部に接着剤を塗布するための塗布部を備え、転写層と
支持箔とが転写箔を形成し、支持箔から転写層を少なくとも部分的に被印刷物に転写する
ための転写ギャップを備えた、塗布部の下流側に配置された転写部を備え、転写ギャップ
は、転写胴と圧胴とによって形成され、転写箔は、少なくとも部分的に転写胴の周りにガ
イドされ、転写胴は、溝を備えているものにおいて、転写胴における転写箔裏面の付着力
を少なくとも低減する被覆体が、溝の位置する部分に設けられている。
【００１３】
　好適には、溝の少なくとも１つの縁および／または溝を転写胴の軸線に対して軸方向に
カバーするための溝カバーの表面に設けられた被覆体が、概ね転写箔の幅にわたって設け
られている。
【００１４】
　好適には、ストリップの構成をした被覆体が、縁および／または溝カバーに設けられて
いる。
【００１５】
　好適には、ストリップは、クレープ紙もしくは非粘着紙であるか、または、シリコーン
もしくはＰＴＦＥから成る表面を有している。
【００１６】
　好適には、被覆体またはストリップの幅は、大体において、塗布部または転写部におい
て被覆された被印刷物の部分と接触しない、溝の縁の部分域に制限されている。
【００１７】
　好適には、転写胴は、ブランケットもしくはゴムブランケットとして構成された外張り
備えており、被覆体またはストリップは、溝縁の部分域で、ブランケットもしくはゴムブ
ランケットの表面に取り付けられる。
【００１８】
　好適には、ストリップは、接着ストリップとして形成されている。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の構成によれば、転写胴１つの部分、具体的には転写胴の溝の縁部分に被覆体が
設けられており、被覆体は、ここでは転写胴の溝の縁部分における転写箔裏面の付着力を
少なくとも低減するように、形成されている。このようにして箔は、溝の縁部分において
良好に滑動し、タイミング制御の高い速度を達成することができる。なぜならば箔への溝
の縁部分の係合が低減されるからである。これによって転写箔の張力に対する作用は低減
され、それも、比較的高いタイミング制御の速度でも、転写箔自体の破損が認められない
程度まで、低減される。
【００２０】
　箔転写装置の別の構成では、被覆体は、溝の縁に提供され、また、追加的または選択的
に溝の溝カバーの表面にも提供される。特に被覆体は、常に、溝カバーおよび溝の縁部分
だけに提供してもよい。このために被覆体は、転写胴の軸線方向に対して軸方向に、特に
好適には全幅にわたって設けられているか、または、転写箔が転写胴と接触する部分だけ
に設けられている。
【００２１】
　被覆体は、特にストリップであってよく、ストリップは、後付けで縁および／または溝
カバーに接着することもできる。
【００２２】
　溝カバーおよび／または溝の縁に接着される接着ストリップとして、特にクレープ紙ま
たは非粘着紙を設けることができる。ストリップは、転写胴のブランケットの表面であっ
てもよい。転写胴は、特に概ね平滑な表面を備えていて、専ら溝の付近において、溝付近
とは異なる表面構造を有しており、この表面構造は、転写箔との摩擦を低減するための適
切な被覆体を有している。非粘着紙またはブランケットの表面の材料は、たとえばシリコ
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ーンまたはＰＴＦＥであってよい。
【００２３】
　そのようなブランケットの被覆体によって、印刷像において看取されるので所望されな
い影響が箔転写に及ぼされることにもなるので、特に好適には、転写胴に接着されるか、
または取り付けられる被覆体またはストリップは、周方向に、つまりその幅で、大体にお
いて溝の縁の、被印刷物の一部と接触することがない部分に、被覆される、または、被覆
されるのが望ましい。このようにすると被印刷物に対する被覆体またはストリップの影響
は、結果として生じる印刷像において看取されない。
【００２４】
　本発明によるストリップは、好適には接着ストリップとして形成してよいが、ここでは
別の付着性、たとえば磁気もしくは静電による方法も考えられる。
【００２５】
　以下に説明する本発明の実施の形態から本発明による別の特徴を有する構成が得られる
が、この構成は、本発明を制限するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】タイミング制御を行う箔転写部の構造を示す概略図である。
【図２】箔転写部を備えた箔転写装置を示す概略図である。
【図３】転写胴の縁部の付近を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下に、図面に基づいて本発明の実施の形態を詳しく説明する。
【００２８】
　図１は、箔転写部１を示しており、箔転写部１では、転写箔２が転写ギャップ３を通っ
てガイドされる。
【００２９】
　転写ギャップ３は、転写胴５と圧胴４とによって形成される。転写箔２は、貯蔵ロール
７から繰り出されて、前方（上流側）の引出ローラ９によって転写ギャップ３に向かって
引き出される。貯蔵ロール７は、図示していない摩擦シャフト上に位置していて、被印刷
物２１の速度よりも低速で駆動される。貯蔵ロール７の駆動は、摩擦シャフトを介して行
われる。転写箔２は、前方の引出ローラ９によって貯蔵ロール７から引き出される。その
際、前方の引出ローラ９は、貯蔵ロール７の摩擦シャフトよりも高速で駆動される。前方
の引出ローラ９は、常時、被印刷物２１の速度よりも低速で駆動される。
【００３０】
　繰り出された転写箔２は、タイミング制御モジュール１１の前方のダンサローラ１３と
別の変向ローラ６とを介して、転写ギャップ３を通ってガイドされ、それも、転写箔２が
転写胴５と巻掛角度αを形成するように、ガイドされる。さらに転写箔２は、転写ギャッ
プ３の下流側で変向ローラ６を介して変向され、後方（下流側）のダンサローラ１２に供
給される。後方のダンサローラ１２は、転写箔２を変向して、後方の引出ローラ１０に向
かって供給する。後方の引出ローラ１０は、前方の引出ローラ９よりも高速で駆動される
。箔２は、後方の引出ローラ１０によって収集ロール８に向けてガイドされる。収集ロー
ル８も同様に摩擦シャフト上に支承されており、この摩擦シャフトは、後方の引出ローラ
よりも高速で駆動される。少なくとも摩擦シャフトは、収集ロール８の周速度が後方の引
出ローラ１０の速度よりも高くなるように、駆動される。このようにすると摩擦シャフト
と本来の収集ロール８との間でスリップが生じる。このことは、貯蔵ロール７にも当ては
まる。
【００３１】
　被印刷物２１は、圧胴４を介して、転写箔２と一緒に転写ギャップ３を通ってガイドさ
れる。図示していない転写層を転写する際には、転写箔２と被印刷物２１とは同じ速度に
ある。
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【００３２】
　転写胴５は、図示していないブランケットを有しており、ブランケットは、溝２０にわ
たって緊締されており、溝２０は、圧胴４側でグリッパを収容するために設けられている
。
【００３３】
　溝２０の前縁１１３が転写ギャップ３に達すると、ダンサローラ１３と転写ギャップ３
との間のウェブ張力が失われる。転写層を被印刷物２１に転写する間、前方の引出ローラ
９の速度と前方のダンサローラ１３の速度との合計が、被印刷物２１の速度を成す。この
ためにダンサローラ１３は、両矢１６で示す経路に沿って、加速方向１８に移動させられ
る。溝２０の前縁１１３が圧胴４と接触することによって、後方のダンサローラ１２から
溝２０の前縁１１３が分離される。瞬間的に低下するウェブ張力を補整するために、前方
のダンサローラ１３は、モータ１５を介して駆動され、先ず減速方向１９に強く加速され
る。これによってこの付近で一定のウェブ張力が得られる。このために制御装置２２が、
適宜前方のダンサローラ１３のモータ１５に作用する。溝２０が完全に転写ギャップ３付
近に位置すると、ダンサローラ１３は、低い加速度で減速方向１９に移動させられるので
、転写箔２は、停止させられるか、もしくは引き戻される。
【００３４】
　溝２０を後方のダンサローラ１２から「みた」場合、後方のダンサローラ１２は、先ず
低い加速度で減速方向１９に向かって加速され、前述の瞬間的な低下を補整するために、
あとで高い加速度で加速されるので、転写箔２が停止される。このために制御装置２２は
、後方のダンサローラのモータ１４とも接続されている。
【００３５】
　図２は、箔転写装置１００の一部を示している。箔転写装置１００は、印刷機内に形成
することができる。シート（被印刷物）２１は、塗布装置１０１（印刷機の一般的な印刷
部である）によって、ニップ１０９を通って搬送される。このニップ１０９内で、被印刷
物２１に部分的に接着剤が塗布される。シート２１は、さらに箔転写部１を通って搬送さ
れる。前述のように、シート２１は、転写ギャップ３を通ってガイドされ、この転写ギャ
ップ３内で、シート２１は、転写箔２の、接着剤を塗布された部分で、転写箔２から転写
層を引き取る。
【００３６】
　このように処理されるシート２１は、引き続き印刷機を通って、つまり箔転写装置を通
って搬送され、箔転写装置に続く別の印刷部１０３に送られる。別の印刷部１０３は、ゴ
ムブランケット胴１１０と圧胴１１１とから形成されている。別の印刷部１０３は、さら
にインキ装置１１２を有している。別の印刷部１０３内で、転写層を取り付けられたシー
ト２１は、慣用の方式で重ね刷りされる。
【００３７】
　図３は、転写胴５の一部を示している。ここでは転写胴５の溝２０の後縁１１４が看取
される。図示の転写胴５は、さらに溝カバー２００を備えている。溝カバー２００は、従
来慣用のように、転写胴５にも、印刷部１０３または塗布部１０１における慣用のブラン
ケット胴１１０にも設けられている。溝カバー２００によって、オペレータの到達（アプ
ローチ）範囲が減少されるので、怪我が少なくなり、さらに溝カバー２００によって、転
写箔２の変動も低減される。
【００３８】
　転写胴５は、ブランケット、つまりゴムブランケット２０１を備えた上張りを備えてい
る。上張りは、特に平滑なゴムブランケット、たとえばいわゆるアイリオブランケット（
IrioblanketTM）である。このブランケット２０１は、溝２０において、前縁１１３でも
後縁１１４でもそれぞれ緊締装置２０２によって保持される。
【００３９】
　転写箔２をタイミング制御する際に、転写箔２は、少なくとも溝２０の部分域２０３に
進入し、特に転写箔２を引き戻す際に後縁１１４の回りに巻き付く恐れがある。転写箔２
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が、転写胴に対して、引き戻しに抗して矢印２０４の方向に前送りで移動されると、溝カ
バー２００の縁２０５の周りに転写箔２が相応に巻き付く恐れがある。前縁１１３の付近
における溝２０の前方部分は、図示の後方部分に対して対称的に構成されており、したが
って矢印２０４の方向に転写箔２が前送りされると、相応に溝２０の前縁１１３の巻き付
きが生じ得る。
【００４０】
　図示のように、溝カバー２００および後縁１１４ならびに後縁１１４に対して対称的な
図示していない前縁１１３にも、被覆体またはストリップ２０６が設けられている。溝カ
バー２００は、完全にストリップ２０６で覆われており、これに対して後縁１１４、また
後縁１１４に対して対称的な前縁１１３では、ブランケット２０１が部分域２０７でのみ
ストリップ２０６に覆われるように、ストリップ２０６が設けられている。ストリップ２
０６は、後縁１１４もしくは前縁１１３の直ぐ後方で終了するようになっているので、ス
トリップ２０６は、印刷開始部２０８の付近には設けられていない。印刷開始部２０８と
は、ここでは転写胴５の、転写層が転写箔２からシート２１に転写される箇所である。
【００４１】
　ストリップ２０６は、本実施の形態では、たとえばクレープベルトであり、クレープベ
ルトは、転写箔２の裏面とブランケット２０１もしくは溝カバー２００との間の摩擦を低
減する表面特性を有しているので、溝２０の後縁１１４、溝２０の前縁１１３または溝カ
バーの縁部分２０５において、箔転写装置もしくは箔転写部１のタイミング速度を制限す
ることになる転写箔２の付着が生じない。ストリップ２０６は、特にブランケット２０１
に組み込むこともできるが、後装着の観点から好適には接着可能である。クレープベルト
に対して択一的に、ＰＴＦＥ（ポリテトラフルオロエチレン）、シリコーンや非粘着紙（
たとえばオーブンの分野で慣用である）から成るストリップも提案される。
【００４２】
　簡単に後付け可能な被覆要素、つまりストリップ２０６によって、箔転写部１のタイミ
ング速度の大幅な向上が達成される。
【符号の説明】
【００４３】
　１　箔転写部、　２　転写箔、　３　転写ギャップ、　４　圧胴、　５　転写胴、　６
　変向ローラ、　α　巻掛角度、　７　貯蔵ロール、　８　収集ロール、　９　前方の引
出ローラ、　１０　後方の引出ローラ、　１１　タイミング制御モジュール、　１２　後
方のダンサローラ、　１３　前方のダンサローラ、　１４，１５　モータ、　１６，１７
　両矢、　１８　加速矢印、　１９　減速矢印、　２０　溝、　２１　シート、　２２　
制御装置、　１００　箔転写装置、　１０１　塗布装置、　１０２　転写部、　１０３　
印刷部、　１０５　転写ギャップ、　１０６　転写胴、　１０７　圧胴、　１０９　ニッ
プ、　１１０　ゴムブランケット胴、　１１１　圧胴、　１１２　インキ装置、　１１３
　前縁、　１１４　後縁、　２００　溝カバー、　２０１　ブランケット、　２０２　緊
締装置、　２０３　部分域、　２０４　送り運動、　２０５　溝カバー縁部分、　２０６
　ストリップ、　２０７　部分域、　２０８　印刷開始部
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